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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.74

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 109.73 1.1762 129.06 0.9690 1.2823 0.7911
SYD-NY High 109.83 1.1823 129.12 0.9699 1.2833 0.7919
SYD-NY Low 108.92 1.1741 128.50 0.9643 1.2779 0.7882
NY 5:00 PM 109.04 1.1806 128.75 0.9654 1.2799 0.7903

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 8.725/9.125 Δ25RR 1.065 Yen Call Over

NY DOW 21,812.09 ▲ 87.80 債券市場 日本2年債 -0.1300 ▲0.1bp        
NASDAQ 6,278.41 ▲ 19.07 日本10年債 0.0380 ▲0.5bp        

S&P 2,444.04 ▲ 8.47 米国2年債 1.3051 ▲1.7bp        
日経平均 19,434.64 50.80 米国5年債 1.7438 ▲4.0bp        

TOPIX 1,600.05 3.93 米国10年債 2.1660 ▲4.7bp        
ｼｶｺﾞ日経先物 19,355.00 ▲130.00 独10年債 0.3770 ▲2.3bp        

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,382.65 0.91 英10年債 1.0590 ▲2.8bp        
DAX 12,174.30 ▲55.04 豪10年債 2.6740 2.9bp           【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 #N/A #N/A 為替市況 USD/CNH 6.6627 ▲ 0.0057 　
上海総合 3,287.71 ▲ 2.52 ドルインデックス 93.15 ▲0.40

USDJPY 3M Vol 9.12 ▲0.02% 商品市況 CRB指数 177.584 0.86
USDJPY 6M Vol 9.31 ▲0.00% NY金 1,294.70 3.70
EURJPY 3M Vol 9.09 0.00% WTI 48.41 0.58
EURJPY 6M Vol 9.44 ▲0.01% Dubai Spot 49.93 ▲0.26

*: 直近気配値（Not official close）

　
【予想レンジ】

通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：岡本・鶴田
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海外市場のﾄﾞﾙ円は､ｼﾞｬｸｿﾝﾎｰﾙを控えたﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整の動きに､109.83まで上昇する場面があったものの､ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領がﾒｷｼｺとの国
境の壁建設の予算確保の為､必要なら政府閉鎖も辞さない構えを見せたことからﾄﾞﾙ売りが強まり､109.13まで反落しNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は
109.10付近での横這い推移｡その後発表された米7月新築住宅販売件数が予想を大きく下回ったものの､ﾄﾞﾙ円の反応は限定的となり
109.10付近での推移が続く｡午後に入り､軟調な米株が下げ幅を拡大させる動きにﾄﾞﾙ売りが優勢となり､108.92まで下落し､109.04ﾚﾍﾞﾙで
ｸﾛｰｽﾞした｡一方､ﾕｰﾛﾄﾞﾙはﾄﾞﾗｷﾞECB総裁の講演で特段ｻﾌﾟﾗｲｽﾞが無かったことから､一旦調整で売られていたﾕｰﾛが買い戻される展開に
1.1801まで戻し1.1799ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は､1.1787まで下押しする場面があったものの､ﾄﾞﾙが軟調に推移する中で1.1820まで反発｡
午後は1.1823まで上昇するも､ｼﾞｬｸｿﾝﾎｰﾙを前に様子見ﾑｰﾄﾞが意識される中では積極的に上値を追う展開とはならず､結局1.1806ﾚﾍﾞﾙで
ｸﾛｰｽﾞした｡(NY井上)
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東京時間のﾄﾞﾙ円は109.73ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｼﾞｬｸｿﾝﾎｰﾙを前に足許で進んでいたﾄﾞﾙ売りﾎﾟｼﾞｼｮﾝの調整が前日から続く中､ﾄﾞﾙ円は109.83ま
で上昇｡その後は､本邦勢による実需ﾌﾛｰが散見される中で一段と上値を切り上げる展開とはならず､109円台後半で揉み合い推移｡米ｱﾘｿﾞ
ﾅ州で行われていたﾄﾗﾝﾌﾟ氏による演説にて｢たとえ政府機関が閉鎖されようとも､我々はﾒｷｼｺ国境の壁を築く｣との発言が伝わると､ﾄﾞﾙ円
は109円半ばまで急落｡その後､やや値を戻す場面はあるもじり安の展開となる中で一時109.33まで下落し､結局109.39ﾚﾍﾞﾙで海外市場に
渡った｡ (東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､109.39ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡北米自由貿易協定(NAFTA)再交渉の初会合を終えたﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領が､同協定を破棄する可
能性を警告したことなど､米ｱﾘｿﾞﾅ州における一連の演説内容が欧州時間も意識され､ﾘｽｸ回避的に109.13まで軟化し､そのままNYに渡っ
た｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1756ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡注目されたﾄﾞﾗｷﾞECB総裁の講演は非伝統的金融政策やﾌｫﾜｰﾄﾞｶﾞｲﾀﾞﾝｽの学術的検証に留まり､特段
のｻﾌﾟﾗｲｽﾞも示されなかったため､ｲﾍﾞﾝﾄﾘｽｸから解消していたﾕｰﾛ･ﾛﾝｸﾞが再構築される展開｡ﾕｰﾛ圏8月ﾏｰｸｲｯﾄ総合PMIも､55.8(予想:55.5)
と､6年半ぶりの高水準となったことで､1.1801まで一段高となり､1.1799ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 山本)

【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

8月23日 16:25 欧 ドラギECB総裁　講演 - - -

16:30 独 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 8月 59.4/53.4/55.7 57.6/53.3/54.7

17:00 欧 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 8月 57.4/54.9/55.8 56.3/55.4/55.5

20:00 米 MBA住宅ローン申請指数 - -0.5% -

22:45 米 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 8月 52.5/56.9/56.0 53.5/55.0/-

23:00 米 新築住宅販売件数 7月 571K 610K

23:00 欧 消費者信頼感 8月 -1.5 -1.8

8月24日 02:05 米 カプラン・ダラス連銀総裁　講演 - - -

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

8月24日 08:50 日 対外・対内証券投資 - - -

17:30 英 GDP・速報値（前期比/前年比） 2Q 0.3%/1.7% 0.3%/1.7%

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 238K 232K

23:00 米 中古住宅販売件数 7月 5.55M 5.52M

- 米 ジャクソンホール　（24日～26日） - - -

昨日海外時間のドル/円は下落。トランプ米大統領の「メキシコ国境の壁建設のためなら政府閉鎖も辞さない」「Ｎ

ＡＦＴＡ打ち切り」との発言が引続き重石となり、じりじりと値を下げる展開。一時109円割れの場面も見られた。本

日から各国中央銀行関係者が集うジャクソンホール会議が米国で開催される。足元はトランプ米大統領の政権

運営能力の不安、また米国・北朝鮮の緊張関係がドル円の上値を押さえているが、本会議の中で再びタカ派（利

上げ積極的、金融引き締め）の意見が出てくるかに注目。しかし、ドラギＥＣＢ総裁、イエレンＦＲＢ議長の講演は

明日のため、本日も109円を挟んだ方向感のない展開を予想する。


